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櫻守の会  2026 年 11 月号  
 

災害の教訓を伝える格言       清水 厚真 

今年の夏は、熊本地震に始まり、猛暑・酷暑、台風、豪雨、洪水と自然災害に翻弄され続けた感じがし、

他人事とは思えない危機感を実感しています。「天災（災害）は忘れたころにやってくる」は、よくご存

じの格言でしょうが、先日の 2026年熊本地震では、「災害は忘れないでもやってくる」と、人知の及ばな

い自然の猛威を感じています。この言葉の発祥や言い伝えな

どを示し、更なる防災意識の醸成になればと思います。 

科学者で随筆家の寺田寅彦：1878 年（明治 11 年）～1935

年（昭和 10年）による言葉で、研究者として火災や地震など

の災害に関心を持っていました。関東大震災 1923 年（大正

12年）9月 1日 11時 58分（今では「防災の日」として制定

され各地で訓練が行われています）の発生後は、これまで以

上に深い関心を示すようになり、防災についての随筆を多く

残しています。1933年に発表した『津浪と人間』では、津波

被害は十年も二十年も前から警告しているという学者の主

張と、二十年も前の事など覚えていられないという被害者の

主張を取り上げ、天災による被害を忘れることへの危険性を

訴えています。しかし、寅彦の随筆の中には、「天災は忘れ

た頃にやってくる」という言葉は無いが、生前このような言

葉をしばしば口にしていたとのことです。「喉元過ぎれば、

熱さを忘れる」は人間の性なのでしょう。（ウィキペディア

より抜粋） 

地震避難時の心構えの標語に「お・は・し・も」があります。「おはしも」は（押さない・走らない・し

ゃべらない・戻らない）」の標語で、慎重な行動をするように促すためのものです。熊本地震では、地震

の 80分後にイオンモールの爆発があり、戻った従業員が犠牲になっています。当初は駐車場に無事に避難

していたのでしょうが、職場になどに戻り犠牲になった、誠に残念・無念としか言いようのない犠牲です。

「戻らない」は、津波だけではないと、あらためて教訓にしなければなりません。 

地震に限らず、いつなんどき自然災害に遭遇するか、時刻や場所をあらかじめ知ることは不可能です。

我が櫻守の会の活動場所は、山間の急斜面での樹木の伐採や、登山路での土木作業です。いつなんどき地

震や豪雨が襲って来るかわかりません。自身や仲間の命を守るためには、過去からの言い伝えを理解し「や

るべきこと」にスイッチが入るよう、日頃から心構えとして持っていたいものです。 
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＜ 2026年 10月度 活動実績表 ＞ 

月日 
活動地･参加者 

( )内は会員外 
天候 作業内容 

人
数 

9月 23日 

(水） 

青葉台 

21名 
晴れ 

 (陽光広場) 笹、草刈り 4 

 (青葉台口) 枯れ松の伐採等 7 

 (行者山間登山路北逆瀬台口～合流点)登山路両脇の笹、草刈り 6 

 （キツネの森) 階段改修ね園路土砂止め等猪被害対応 4 

9月 26日 

(土） 

ぷらざこむ 1 

7名 
－ 

10月号会報印刷・発送 
7 

9月度運営委員会 

9月 27日 

(日） 

桜の園・亦楽山荘 

17名 

曇り

後雨 

（武庫川河原・親水広場周辺） 草刈りや葦苅り・除草、河原の通路の整備 14 

(廃線敷園路） 廃線敷入口の枯木やサクラに干渉し繁った常緑等の伐採 3 

10月 1日 

(木) 

桜の園・亦楽山荘 

14名 
晴れ 

(桜坂） 大枝折れの倒木処理 6 

(桜の園入り口階段）最上部からの階段部への浸水防止工事 6 

(廃線敷園路） トンネル間の笹刈りと蔓（つる）類の伐採  2 

10月 4日 

(日） 
武庫山の森 雨 雨天活動中止 － 

10月 7日 

(木) 

ゆずり葉の森 

20名 
晴れ 

 (腕白原っぱ、ドングリの丘) 枯れ松伐採、密生常緑樹の間伐 5 

 (モチツツジの谷、西山堰堤路) 大径枯れ松伐採、処理、灌木類の除伐 5 

 (西山堰堤周辺) 土砂止め板設置 4 

 (コバノミツバツツジの丘) 笹、草刈り 6 

10月 11日 

（日） 

武庫川廃線敷 

13名 
晴れ 自然観察会 13 

10月 15日 

（木） 

桜の園・亦楽山荘 

15名 
晴れ 廃線敷 草刈り 刈り払い機 8台 15 

10月 17日 

（土） 

武庫山の森 

17名（1） 
晴れ 

（入口周辺）道のフェンス沿いの草刈り 8 

（武庫山ルート入口）園路の草刈り、桜植樹地周辺の萌芽切りと草刈り 9 

      延べ参加人数  124 

＜ 活 動 報 告 ＞ 

桜の園（亦楽山荘） 

9/27（日）  気候も良くなり絶好のハイキング日和を予想したハイカーには、生憎の空模様でした。雨

雲レーダーでは 12時過ぎから小雨の予報で、これを目途で終礼とするようにしました。作業時間も短く、

雨上がりで、予定の作業内容は難しいと判断し大幅に変更しました。親水広場周辺整備の、全体 1班の構成

にしました。主な作業内容は、武庫川河原の草刈りや蘆刈り、河原の通路の整備、及び親水広場の除草、桜

坂園路の階段補修を行いました。また、別班では廃線敷入口の枯木やサクラに干渉し繁った常緑等の伐採を

行いました。12時過ぎから小雨が降り始めたので、朝礼での予告通りの早めの終礼としました。 

 
武庫川河原 整地と流路の調整作業 桜坂大イチョウ横 ステップ補修 武庫川河原 蘆刈り作業 
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10/1（木）  10月に入り、終礼を通常の 15:00と定めましたが、夏時間から通常時間への切り替えは身

体が慣れておらず、なかなか容易ではないと感じました。 

1班は、当初は「桜の尾根」の予定をしていましたが、桜坂を登ってすぐの大イチョウ上部斜面にて、「ナ

ナミノキ」の太い枝が折れ、周囲のヤブツバキなどを巻き込んでいるのを発見し、本日はその処理に注力し

ました。急斜面のため伐採木をロープで固定し、身の安全を確保しつつチェーンソーで玉切り伐採をしまし

たが、疲労により足元が覚束なくなる場面もあり、危険を伴う作業でした。 

2班は、親水広場から桜の園への階段最上部での排水ステップの増設を行いました。この階段は、降雨時

には最上部の「桜の園看板」付近からの雨水が流れ込むため、腐食の進行が懸念されます。そこで、排水性

を高めて堰堤裏へ水を導くよう、厚板と河原から運んだ石などを用いて「水抜き兼ステップ」を 2段増設し

ました。また、桜坂の大イチョウ上にもステップを 2段増設しました。ハイカーの皆様や我々「櫻守の会」

の会員が、疲労時に桜坂を下る際の安全性向上に繋がるものと期待しています。 

3 班は、廃線敷トンネル間の沢沿いを中心に、笹刈りと蔓（つる）類の伐採を行いました。（清水 記） 

 

青 葉 台    

9/23（水）  もう 9月下旬で少し涼しめでしたが、本日は作業して汗を流しました。4班で作業を行いま

した。① １班は活動地入口部～陽光広場間園路両側の枯れ松数本中 2 本は直径が約 25cm を超え大鋸で伐

採しました。併せてアラカシ、アカメガシワ他の灌木や蔓性草木類の除伐を行い、他班との協業で入口～広

場奥まで園路周辺が整備出来、開放感が大幅に改善出来ました。② １班は陽光広場小林大堰堤上側刈払い

機 3台と手鎌で笹、草刈りし、刈払い機で出来る範囲は完了しましたが、南北方向中央の急斜面は残ってし

まいました。行者山間登山路北逆瀬台口～合流点間は順調に眺望改善を進めました。③ 1 班は青葉台口～

小林堰堤への登山路周辺の笹、草刈りと灌木類の刈り取りを行い、④ 1 班はキツネの森で、登山路のステ

ップ改修と土砂止め用板設置を行いました。      (加賀野 記) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

桜の園への階段最上部 排水改善の溝

堀 

階段最上部に水抜き兼ステップ 2段増設 桜坂 伐採木をロープで固定 

青葉台口園路脇の枯れ松を伐倒 

 

 

 

 

キツネの森入口に土砂止め用板設置   

行者山登山路両脇の笹等刈り取り完了   
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ゆずり葉の森 

10/7（水） 涼しい微風の下作業出来そうと会員が集まって頂きましたが、期待外れで少し暖かめでし

た。4班で作業しました。2つの伐採班では、チェーンソーや大鋸にて直径約 45㎝枯れ松 1本等の伐採を腕

白原っぱ/ドングリの丘/モチツツジの谷/コバノミツバツツジ回廊で実施しましたが、枝葉が多くその処理

に多くの時間を要しました。その後園路脇の灌木の除伐と蔓類の除去を行いました。 

1班は刈払い機 3台と手鎌等でコバノミツバツツジの丘で、灌木類周辺に密生繁茂している笹の刈り取り

を行いましたが、目標面積の十％程度しか刈り取ることが出来ませんでした。他の１班は白瀬川広場～西山

堰堤直線路に散乱している多数の石ころを集めて、土砂止め板設置に活用しました。  (加賀野 記) 

 

 

 

 

                         

 

 

 

 

 

 

武庫山の森 

10/17（土） 5 月以来の午後も含めた一日作業でしたが、カラッとした秋晴れのなか気持ち良く作業が

できました。入口周辺のフェンスに絡んだ草を中心に草刈りをしました。思った以上にフェンス外側の草が

大きく成長しており効果がわかりづらくなってしまいましたが、年末の大掃除の準備が出来ました。武庫山

ルートの入口付近の草が繁茂し園路が消えていたので草刈りをしました。その後桜を移植した周辺の萌芽

切りと草刈りをしております。       （横山 記） 

 

 
 
自然観察会の報告 

10/11（日） 秋の自然観察会を、福知山線廃線敷の西宮市側をメインに行いました。参加人数は 13名。

素晴らしい日和に恵まれ、桜の園の親水広場から木之元バス停付近まで歩きました。見られた花は、アキチ

ョウジ、ミツバベンケイソウ、ツメレンゲ、ヤクシソウ、イナカギク・ノコンギクなどのシオン属など。ま

た、フユザンショウ、ツリバナ、テイカカズラなど、花の少ない区間では秋の実を観察しました。我々櫻守

の会が年三回の草刈りを行っている宝塚市の区間と、秋に年一回だけの西宮市の区間では、草本の植生に違

いがある事に気付かされる観察会にもなりました。ご参加いただいた皆様、どうも有難うございました。

             （山下 康 記） 

武庫山ルート入口の草刈り フェンスの草刈り 

武庫山ルート入口付近の作業前後 

コバノミツバツツジ回廊 

枯れコナラの処理 

腕白原っぱで枯れ松の伐採 

 

コバノミツバツツジの丘で 

繁茂する笹を刈り取り 

武庫山ルート入口付近の作業前後 
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秋のシーズンに備え、廃線敷草刈り作業を実施しました 

10/15（木） 15 名の参加で秋晴れの

快晴の中、秋のシーズンに備えた今年 3

回目の廃線敷草刈りを実施しました。今

回も同様に、刈り払い機 8 台で、4 班構

成です。草の伸び具合は、全体的にはそ

れほどでもない感じで、各班とも早めに

推移しましたが、作業進捗を揃えるため

1 班（廃線敷入口付近）への応援をしま

した。12 時頃に現地を撤収し、12 時 30 分に全員無事に終礼ました。秋のハイキングシーズンです。廃線

敷はスッキリし、多くのハイカーに楽しんで頂けると思います。    （清水 記） 
 
 
 

＜ お 知 ら せ・案 内 ＞ 

 

運営委員会報告（2026年 9月度）                  代表  清水 厚真 

2026 年 9月 26日（土）  9:30～11:50 ぷらざこむ１  

１．活動地トピックスは、特記事項なし 

２．行事予定 

・運営委員・活動地幹事連絡会開催：10/24（土）13:30～15:30 

当日の議題について、以下の意見があった。 

・夏季の活動日間隔は、出来るだけ均等に設定すること。 

・幹事等の世代交代は、具体的に若手へ移行が望ましい。 

・活動地の植生管理は、会員が目的を理解し、活動に活かすためには、文字ばかりでないイメージ図

（サンプル図）で具体的に提示すること。 

３．その他 

・会報の活性化について、会員の皆さんへのアンケート（無記名）を実施することとした。 

 

 

 

展望広場 ミツバベンケイソウ ヤクシソウについての説明中 

リンボク広場での草刈り 武庫川護岸の草刈り 



 

6 

 

＜ 櫻 守 ひ ろ ば ＞ 

 

会員紹介 中西 慶 さん 

2026 年 6 月に入会しました中西です。東京都出身で、橋梁の現場施工管理と計画の仕事をしています。

入社してからの 4年間は長期出張続きで、岐阜、熊本、愛知

と各地の現場を転々としてきました。その後 3年ほど大阪の

本社に勤務していましたが、今もまた三宮の事務所に長期出

張中です。会社が橋梁事業から撤退するため、来年からは橋

梁とは別機種の仕事をします。 

2月に大阪市から宝塚市に引っ越してきたのですが、決め

手の一つが「自然が近いこと」でした。実際に住んでみると、

少し歩けば山があり、川があり、良い場所だなと日々感じな

がら過ごしています。 

せっかく自然の近くに来たのだから、眺めるだけでなく自

分も何か関わることがしたいと思って調べているうちに櫻

守の会を知り、入会させていただきました。 

山や樹木のことは全くの素人ですが、少しずつ覚えていき

たいと思います。出張の都合で参加できない月や地方に長期

出張することもあるかと思いますが、どうぞよろしくお願い

いたします。 

 

 

＜ 活 動 予 定 表 ＞ 

月別行事予定表 

11 月 場所等 12 月 場所等 

11 月 1 日 日 武庫山の森 12 月 3 日 木 ゆずり葉の森 

11 月 5 日 木 芋煮会 12 月 6 日 日 武庫山の森 

11 月 6 日 金 芋煮会 予備日 12 月 10 日 木 桜の園（亦楽山荘） 

11 月 9 日 月 桜の園（亦楽山荘） 12 月 15 日 火 山手台 

11 月 12 日 木 ゆずり葉の森 12 月 19 日 土 武庫山の森 

11 月 13 日 金 環境体験学習支援 12 月 22 日 火 桜の園（亦楽山荘） 

11 月 17 日 火 山手台 12 月 24 日 木 会報印刷／運営委員会 

11 月 19 日 木 桜の園（亦楽山荘） 12 月 27 日 日 桜の園（亦楽山荘） 

11 月 21 日 土 武庫山の森 12 月 29 日 水 青葉台 

11 月 25 日 水 青葉台    

11 月 28 日 土 会報印刷／運営委員会    

11 月 29 日 日 桜の園（亦楽山荘）    

集合時間：桜の園（亦楽山荘）親水広場 9時 50 分､他の 4 活動地は 9時 30 分。 

天  候：当日朝 6時 55 分NHK TV 天気予報で、兵庫県南部の午前・午後いずれかでも降水確率 60% 

以上の時は中止します。                   （編集担当：清水 厚真） 


